
2025 年度前期 授業評価アンケートの結果 

2025 年度前期のアンケート有効回答数は 3,177 件（44.9％）です。 この回答

数は、履修登録数 7,068 件に対して集計されたものです。 

参考として、2024 年度後期に実施された授業評価アンケートでは、履修登録数

6,387 に対して 1,811 件（28.4％）の回答がありました。全設問の総合平均点

数は 3.99 点でした。 

 

 

アンケート（点数評価）から読み取れる傾向と改善のヒント 

2025 年度前期のアンケート結果を見ると、総合平均点は 3.99 点と高い水準に

あります。特に、「A. 目標の理解度」（4.19 点）、「B. 教授手法」（4.23

点）、「C. 教員の対応」（4.22 点）といったカテゴリは 4点台と高く評価さ

れており、学生が授業の目的を理解し、教員の教授方法や対応に満足している

ことがうかがえます。 

一方で、「D. 自学・能動的学習」の点数平均が 3.07 点と、全カテゴリ中で最

も低い評価となっています。これは、学生が授業外で何を、どのように学習す

れば良いのかについて、十分なガイダンスが得られていない可能性を示唆して

います。 

この「自学・能動的学習」に関する評価の低さは、2024 年度後期の結果と比較

しても一貫した傾向が見られます。2024 年度後期では、「自学・能動的学習」

のカテゴリ全体が「やや低めの結果」（平均 3.88 点）であり、特に個別の質



問項目である「授業外学習の必要性や内容の説明」については平均 2.15 点と

最も低い評価が出ていました。この比較から、学生の自律的な学習をサポート

する点において、継続的な課題が存在することが示唆されます。学生は「何を

どこまで学べばいいか」が分かりにくいと感じている可能性が想定されます。 

 

 

 

アンケート（記述式を含む）の科目別詳細は、科目担当教員にすべて伝えられ

ており、今後の授業改善計画に活かされます。 

 


